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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
毎年数万戸の住宅が集合住宅として建設されているが、現行の法規等は、集合住宅の特徴を考慮 
した風荷重の評価に十分対応しているとはいえない。そこで本論文では、中高層集合住宅の外装材設 
計において重要となる室内圧特性とバルコニし手摺りに作用する風力について風洞実験および野外 
実測によって調べ、その結果を反映した外装材およびバルコニー手摺りの設計用風荷重の評価方法を 
提案することを目的としている。
- 89 -
まず、縮尺1/25の大規模模型を用いた野外実測の結果より、平均内圧の性状が中央部住戸と端部 
住戸で異なることを示し、特に端部住戸では外壁面に作用する正圧に対して、内圧が強い負圧となる 
可能性が高いことを明らかにしている。一方、変動内圧を隙間開口部に作用する変動外圧により評価 
する場合、各壁面に存在する隙間開口毎の面積を用いることにより解析精度が向上することを示して 
いる。また、各外壁面から室内に伝達される変動圧力の解析には、それぞれの隙間開口部に作用する 
外圧の相関性を考慮することが重要であり、これを無相関として解析した場合には30% 以上の誤差 
が生じる可能性があることを明らかにしている。
これらの内圧特性を中高層集合住宅の外装材設計用風荷重に反映させるには、内圧効果として適 
切に考慮する必要があるため、まず、内圧変動値と内圧効果との関係を明らかにしている。次に、縮 
尺 1/200の模型を用いた風洞実験で得られた壁面に作用する外圧の時系列デ一夕と隙間開口条件を 
用いて、前述の方法により解析した内圧変動値を介し、内圧効果を評価する方法を提案している。さ 
らに、この評価法に基づく内圧効果を考慮した風力が、野外実測における風力の上限値とほぼ一致す 
ることを示すことにより、提案した風荷重評価法の妥当性を確認している。
最後に、中高層集合住宅のバルコニー手摺りの設計用風荷重の評価を目的として、縮尺 1/200の 
模型を用いた風洞実験および縮尺1/20の模型を用いた野外実測結果より、建物隅角部付近のパルコ 
ニー手摺りには、内側から外側への極めて大きな風圧力が作用することを示している。また、こ 
の風圧力は建物周りの流形が形成された状態において、瞬間速度圧に比例する形で準定常的に発 
生することを、風程波形を用いて明らかにしている。これらの結果に基づき、瞬間速度圧を用い 
たバルコニー手摺りの設計用ピーク風力係数の評価式を提案している。
これらの成果は、建築防災、とくに建物外装材に対する耐風設計の発展に寄与するところが大きい。 
よって、本論文の著者は、博士 （工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。
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